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研究紹介：脳の血管は、内皮細胞が互いに密着結合を形成することによって血液と脳内の環

境を隔てる構造、つまり「血液-脳関門」を形成している。中枢疾患治療薬のヒト臨床試験

の成功確率は極めて低い。新薬開発で合成される候補化合物の 99％が、投与後、血液-脳関

門を通過できず脳内へほとんど移行しないからである。分子夾雑系である「ヒト血液脳関門

の物質輸送システム」を解明し、薬の脳への移行量を精度よく予測できる手法を確立するこ

とによって低迷する中枢疾患治療薬開発の突破口を拓く。 
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